
200512  /1

左上：ひこね元気計画２１の歌を歌う城南保育園の子どもたち

下左：職場体験学習に取り組む中学生

下中：現在も工事の進む彦根駅自由通路

右　：１月15日に開催された彦根市防災講演会

平成１６年度には、「ひこね元気計画21」

策定、体験型学習の推進、彦根駅自由通

路の建設工事、防災講演会の開催などが

取り組まれました。

特集　平成１６年度決算
彦根市の財政状況
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市　税：皆さんが市に納めた税金

市　債：大きな事業を行うために国などから借り入

れたお金

《一般会計市債現在高　437億6,050万8千円》

地方交付税：所得税など国が徴収した税金の中から、

市の財政状況に応じて国から交付されたお金

国庫支出金：特定の目的の財源として国から交付さ

れたお金

繰入金：特定の目的のために積み立てているお金を

使うために取り崩したお金

県支出金：特定の目的の財源として県から交付され

たお金

諸収入：ほかの収入科目に含まれない収入

地方消費税交付金：県が徴収した地方消費税の一部

から市へ交付されたお金

使用料及び手数料：市の施設の使用料や住民票をは

じめとする証明書などの交付にかかる手数料

繰越金：前年度から繰り越されたお金

分担金及び負担金：市が行う事業によって特に利益

を受ける人や団体が納めたお金

地方譲与税：国が徴収した税金のなかから、一定の

基準に基づき譲与されたお金

地方特例交付金：減税の影響を補うため国から交付

されたお金

用
語
の
説
明
（
歳
入
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

１. 人権が尊重され、誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり 
２. 良好な環境が整った、快適で安全・安心なまちづくり 
３. 活力ある産業に満ちた、にぎわいあふれるまちづくり 
４. 明日の彦根市を担う人を育（はぐく）むまちづくり 
５. 人とひととの交流をひろげ、市民文化を創造するまちづくり 

市民がつくる 
安心と躍動のまち 
彦根 

市民がつくる 
安心と躍動のまち 
彦根 

平成16年度決算 特集

民生費：福祉の充実などに使われたお金

公債費：大きな事業を行うためなどに借りたお金

の返済に支払われたお金

土木費：道路や橋、公園などの施設の整備などに

使われたお金

衛生費：健康診断や予防接種、ごみの収集・処理

などに使われたお金

教育費：小・中学校などの教育や文化、スポーツ

の振興に使われたお金

総務費：市税、選挙、戸籍の事務や市の発展のた

めの計画を作るために使われたお金

消防費：市民の安全を守るため、消防や防災対策

に使われたお金

農林水産業費：農林水産業の振興に使われたお金

商工費：商工業や観光の振興に使われたお金

議会費：市議会を運営するために使われたお金

労働費：働く人たちの福祉などに使われたお金

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

用
語
の
説
明
（
歳
出
）

四
番
町
ス
ク
エ
ア
に
オ

ー
プ
ン
し
た
「
ひ
こ
ね

街
な
か
プ
ラ
ザ
」

市
で
は
「
市
民
が
つ
く
る
、
安
心
と
躍

動
の
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
、
多
く
の

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
費
用
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
税
金
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
か
た
ち
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨

年
度
、
市
は
ど
の
よ
う
に
収
入
を
得
、
ま

た
何
に
使
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
平
成
16
年

度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

平
成
16
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
額

は
、
歳
入
が
３
７
９
億
６
、
１
９
７
万
１

千
円
、
歳
出
が
３
７
１
億
９
、
６
０
３
万

２
千
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
べ
て
、
歳

入
で
８
・
４
％
の
増
額
、
歳
出
で
８
・

５
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
内
訳
に
つ

い
て
は
、
下
の
グ
ラ
フ
、
ま
た
、
特
別
会

計
・
企
業
会
計
に
つ
い
て
は
３
ペ
ー
ジ
の

表
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

《
平
成
16
年
度
に
取
り
組
ん
だ
主
な
事
業
》

◆
彦
根
市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
く
、
防

災
体
制
の
整
備
や
防
災
意
識
の
高
揚

を
図
る
た
め
の
防
災
講
演
会
の
開
催

◆
人
権
啓
発
拠
点
と
な
る
広
野
会
館
建
設

に
向
け
て
の
設
計
や
、
介
護
保
険
基

盤
充
実
の
た
め
の
稲
枝
地
区
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
の
策
定
や
、
留
守

家
庭
児
童
会
開
設
時
間
の
延
長
な
ど

◆
市
民
の
健
康
を
増
進
す
る
た
め
の
「
ひ

こ
ね
元
気
計
画
21
」
の
推
進
や
、
資
源

循
環
型
社
会
の
構
築
の
た
め
の
容
器
包

装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
処
理
事
業
の

本
格
実
施

◆
自
立
可
能
な
農
業
構
造
の
確
立
の
た
め

の
農
業
経
営
体
の
育
成
支
援
や
、
市
場

で
の
米
の
品
質
安
定
化
事
業
の
実
施

◆
商
店
街
フ
ァ
サ
ー
ド
整
備
事
業
の
実
施

や
、「
ひ
こ
ね
街
な
か
プ
ラ
ザ
」
建
設

整
備
補
助
な
ど
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
支
援

◆
都
市
計
画
街
路
や
、（
仮
称
）
鳥
居
本

公
園
な
ど
都
市
計
画
公
園
の
整
備
、
彦

根
駅
自
由
通
路
基
礎
工
事
の
着
手
な
ど

都
市
基
盤
の
整
備

◆
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
整
備
や
防
火
水

槽
、
消
火
栓
の
設
置
な
ど
消
防
水
利
の

充
実

◆
社
会
生
活
を
送
る
う
え
で
必
要
な
、
資

質
や
能
力
を
育
て
る
体
験
型
学
習
の
推

進
や
、
城
西
小
学
校
低
学
年
プ
ー
ル
の

整
備
、
中
学
校
に
お
け
る
ス
ク
ー
ル
ラ

ン
チ
の
実
施
、
彦
根
幼
稚
園
・
城
陽
幼

稚
園
で
の
３
歳
児
保
育
の
開
始
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平成16年度決算特集

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
と
は

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
彦
根
市
の
資
産
や

負
債
の
状
況
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
す
。

一
方
、
彦
根
市
の
業
務
に
は
、
住
民
票
の

交
付
や
、
高
齢
者
や
障
害
者
へ
の
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
給
付
な
ど
、
資
産
を
形
成
し
な

い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
業
務
に

か
か
っ
た
費
用
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
が

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
で
す
。

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
民
間
企
業
に

お
け
る
損
益
計
算
書
に
当
た
り
ま
す
。
彦

根
市
で
は
、
平
成
15
年
度
決
算
か
ら
、
総

務
省
の
基
準
に
基
づ
き
、
普
通
会
計
を
ベ

ー
ス
に
し
て
、
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
を
作

成
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
彦
根
市

と
同
じ
規
模
の
自
治
体
と
の
行
政
コ
ス
ト

の
比
較
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

市
民
一
人
当
た
り
で
は

平
成
16
年
度
の
彦
根
市
に
お
い
て
は
、

市
民
一
人
当
た
り
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
、

約
26
万
円
か
か
っ
た
こ
と
が
右
の
表
か
ら

わ
か
り
ま
す
。

な
か
で
も
、
大
き
な
も
の
は
、
移
転
支

出
的
な
コ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
手

当
の
支
給
や
、
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
の

よ
う
に
、
市
か
ら
ほ
か
の
主
体
に
移
転
し

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は
、
年
度
末
現
在

に
お
け
る
資
産
と
負
債
を
対
照
し
て
表
示

す
る
ス
ト
ッ
ク
（
過
去
か
ら
今
ま
で
に
蓄

え
ら
れ
た
財
産
）
情
報
の
一
覧
表
で
す
。

左
側
に
資
産
、
右
側
に
は
そ
の
資
産
を
整

備
す
る
た
め
に
調
達
し
た
資
金
の
情
報
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。（
左
ペ
ー
ジ
【
表
１
】

に
は
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
は
ど
ん
な
内

る
負
債
（
債
務
）
は
約
５
０
３
億
円
、
正
味

資
産
は
約
９
１
２
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

左
ペ
ー
ジ
【
表
２
】
は
、
平
成
15
年
度

末
か
ら
同
16
年
度
末
ま
で
の
１
年
間
の
推

移
を
示
し
て
い
ま
す
。
資
産
は
約
４
億
円

増
加
し
た
一
方
、
負
債
は
約
６
億
円
減
少

し
ま
し
た
。
ま
た
、
正
味
資
産
は
約
10
億

円
増
加
し
ま
し
た
。

「
彦
根
市
の
資
産
（
財
産
）
は
、
現
在

ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
？
」「
市
債
の
返
済
な

ど
の
将
来
の
負
担
は
、
ど
れ
く
ら
い
あ
る

の
？
」、
決
算
状
況
を
公
表
す
る
に
あ
た
り
、

市
の
財
政
に
関
す
る
情
報
を
で
き
る
だ
け

わ
か
り
や
す
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ
す
る
た
め
、
彦
根
市
で
は
バ
ラ
ン
ス
シ

ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

容
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
か
を
簡
単
に
示

し
て
あ
り
ま
す
。）

彦
根
市
で
は
、
国
が
示
し
た
作
成
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
普
通
会
計
を
ベ
ー
ス

に
し
て
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
し
て
い

ま
す
。
左
の
表
は
、
平
成
16
年
度
末
の
彦

根
市
の
状
況
で
、
市
が
所
有
し
て
い
る
資

産
は
約
１
、
４
１
５
億
円
、
市
が
負
っ
て
い

《注１》対象とした会計は、平成16年度の普通会

計です。彦根市の普通会計は、一般会計、住宅

新築ならびに改修資金貸付事業特別会計、有線

放送電話事業特別会計、休日急病診療所事業特

別会計の純計です。従って、下水道事業や介護

保険事業などの特別会計や病院・水道事業の企

業会計は含まれません。

《注２》基礎となる数値は、昭和44年度から平成

16年度までの地方財政状況調査（決算統計）

のデータを使用しました。

《注３》作成基準日は、平成17年３月31日（平成

16年度末）とし、出納整理期間における出納

は、基準日までに終了したものとして作成しま

した。

て
効
果
が
出
る
費
用
で
す
。
特
に
、
高
齢

者
や
障
害
者
へ
の
支
援
、
保
育
所
の
運
営

な
ど
が
含
ま
れ
る
民
生
費
の
移
転
支
出
的

な
コ
ス
ト
は
、
市
民
一
人
当
た
り
で
は
約

６
万
円
の
支
出
と
な
り
ま
し
た
。
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期
間
を
駐
車
場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
適

当
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
19
年
に
は
「
国
宝
・
彦
根

城
築
城
４
０
０
年
祭
」
を
計
画
し
て
お
り
、

期
間
中
多
く
の
観
光
客
を
迎
え
る
た
め
に

も
、
駐
車
場
の
必
要
性
は
高
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

現
在
の
建
物
を
４
階
ま
で
に
改
修
の
う
え

活
用
す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
す
が
、
彦
根

市
の
活
性
化
の
た
め
に
も
、
財
政
状
況
が
許

せ
ば
早
急
に
建
物
の
解
体
を
行
い
、
駐
車
場

整
備
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

井
伊
神
社
の
堂
内
を
初
め
て
拝
見
し

た
が
、
歴
史
が
あ
り
立
派
な
の
で
周

辺
が
市
民
の
憩
い
の
場
に
な
れ
ば
と

思
っ
た
。
線
路
近
く
の
雑
草
地
を
整
備
し
、

井
伊
神
社
の
歴
史
を
残
し
つ
つ
、
親
子
や
み

ん
な
で
楽
し
め
る
場
所
に
し
て
は
ど
う
か
。

佐
和
山
一
帯
は
、
佐
和
山
城
跡
を
は

じ
め
由
緒
あ
る
社
寺
が
建
ち
並
び
、

多
く
の
歴
史
的
文
化
遺
産
が
存
在
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
地
域
に
ふ
さ

わ
し
い
ト
イ
レ
を
平
成
13
年
度
に
建
設
し
、

平
成
14
年
度
に
は
駐
車
場
の
部
分
整
備
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が

ら
今
年
の
３
月
に
し
だ
れ
桜
３
本
、
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
40
本
を
植
栽
し
ま
し
た
。

駐
車
場
に
は
ま
だ
整
備
で
き
て
い
な
い
と

こ
ろ
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
整
備
を

終
え
た
後
に
は
、
栗
の
木
や
い
ち
ょ
う
の
木

の
植
栽
と
、
休
息
施
設
の
建
設
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

故
井
伊
文
子
さ
ん
は
、
貴
重
か

つ
膨
大
な
井
伊
家
伝
来
の
美
術
工

芸
品
お
よ
び
古
文
書
を
本
市
に
寄

付
さ
れ
、
本
市
が
歴
史
文
化
の
息

づ
く
ま
ち
と
な
る
た
め
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
短

歌
、
随
筆
を
は
じ
め
、
茶
道
、
華

道
や
彦
根
文
芸
協
会
の
活
動
を
通

じ
て
、
本
市
の
文
芸
活
動
や
文
化

の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
仏
桑
花
の
会
の
活
動

を
通
じ
て
社
会
奉
仕
に
努
め
ら
れ

る
と
と
も
に
、
点
訳
奉
仕
を
長
く

続
け
ら
れ
る
な
ど
、
社
会
福
祉
の

増
進
に
お
い
て
も
そ
の
功
績
は
極

め
て
大
き
く
、
名
誉
市
民
の
称
号

を
贈
り
、
そ
の
栄
誉
を
た
た
え
る

も
の
で
す
。

彦
根
市
の
名
誉
市
民
は
、
小
説

「
花
の
生
涯
」
で
彦
根
の
名
を
広

く
世
に
伝
え
た
故
舟ふ

な

橋は
し

聖せ
い

一い
ち

さ
ん

（
昭
和
39
年
表
彰
）、
初
代
彦
根
市

長
の
故
木き

島じ
ま

茂
し
げ
る

さ
ん
（
同
42
年

表
彰
）、
９
期
36
年
間
市
長
を
務

め
た
故
井い

伊い

直な
お

愛よ
し

さ
ん
（
平
成
元

年
表
彰
）、
彦
根
市
の
彦
根
屏
風

購
入
に
あ
た
り
多
額
の
寄
付
を
す

る
な
ど
市
の
文
化
振
興
な
ど
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
た
夏な

つ

原は
ら

平へ
い

次じ

郎ろ
う

さ
ん
（
平
成
13
年
表
彰
）
に
次
い

で
井
伊
さ
ん
が
５
人
目
と
な
り
ま

す
。

「
市
長
へ
の
手
紙
」
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

声
を
直
接
お
聴
き
し
、
対
話
の
行
政
を
進
め
る

た
め
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
１

５
２
人
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
「
手
紙
」
は
、
す
べ
て

市
長
が
拝
見
し
、
匿
名
な
ど
の
場
合
を
除
き
、

可
能
な
限
り
回
答
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
根
ざ
し
た
ご
意
見
、
ご
提

言
と
し
て
、
今
後
の
市
政
運
営
の
参
考
と
し
ま

す
。

集
計
の
結
果
か
ら

「
手
紙
」
は
、
行
政
全
般
に
わ
た
る
各
分
野

に
つ
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、
道
路
整

備
、
福
祉
、
環
境
問
題
や
ご
み
の
問
題
な
ど
、

市
民
生
活
に
密
着
し
た
分
野
に
多
く
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
彦
根
市
の
行
財
政

運
営
や
活
性
化
、
観
光
、
公
共
交
通
、
学
校
給

食
に
つ
い
て
も
た
く
さ
ん
の
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

手
紙
の
内
容
を

掲
示
し
ま
す

「
手
紙
」
の
う
ち
、
投
書
公
開
の
承
諾
を
い

た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
、
ご
提
言
に
つ
き
ま
し

て
は
、
そ
の
内
容
を
次
の
と
お
り
掲
示
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

期
間

12
月
６
日
㈫
〜
同
16
日
㈮

場
所

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
先

企
画
課
☎
30-

６
１

１
７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

今
回
寄
せ
ら
れ
た

手
紙
の
な
か
か
ら
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
・

ご
提
言
、
市
か
ら
の

回
答
の
概
要
を
、
一

部
紹
介
し
ま
す
。

近
ご
ろ
、
散
歩
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）

を
す
る
人
が
多
く
な
っ
た
。
そ
う
し

た
人
た
ち
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ご

み
を
回
収
し
て
も
ら
っ
た
ら
ど
う
か
。
協
力

し
て
く
れ
る
人
に
袋
を
渡
し
て
、
日
に
よ
っ

て
ご
み
の
種
別
（
燃
え
る
ご
み
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類
な
ど
）
を
決
め
て
集
め
て
も
ら
い
、

市
が
回
収
し
て
は
ど
う
か
。

不
法
投
棄
や
散
在
性
ご
み
の
回
収
に

つ
い
て
は
、
８
人
の
不
法
投
棄
監
視

員
や
職
員
が
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
早

期
発
見
、
早
期
回
収
に
努
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ポ
イ
捨
て
の
ご
み
な
ど
が
無
く

な
る
こ
と
は
な
く
、
職
員
に
よ
る
回
収
に
も

限
度
が
あ
り
、
そ
の
回
収
方
法
に
苦
慮
し
て

い
ま
す
。

ご
提
案
は
、
ご
み
の
出
前
講
座
な
ど
で
紹

介
し
、
自
治
会
、
各
種
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
の
取
り
組
み
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

市
の
回
収
シ
ス
テ
ム
を
使
う
す
る
た
め
に

は
市
指
定
の
ご
み
袋
に
収
集
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
指
定
袋
を
無
償
で
提
供
す
る
こ
と

は
難
し
い
の
で
、
袋
の
準
備
を
含
め
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

平
成
14
年
10
月
１
日
か
ら
「
彦
根
市

ご
み
の
散
乱
お
よ
び
ふ
ん
害
の
な
い

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
が
ス
タ

ー
ト
し
た
が
、
環
境
基
本
条
例
の
活
動
が
あ

ま
り
さ
れ
て
い
な
い
。
条
例
が
で
き
た
と
い

っ
て
も
、
１
回
の
広
報
で
は
知
ら
な
い
人
が

い
て
、
守
ら
れ
ず
市
民
は
迷
惑
し
て
い
る
。

何
事
も
周
知
徹
底
さ
せ
る
に
は
、
毎
年
１
回

以
上
は
広
報
で
知
ら
せ
る
べ
き
だ
と
思
う
。

活
動
す
る
団
体
の
啓
発
や
罰
則
に
つ
い
て

も
、
だ
れ
が
指
導
す
る
の
か
決
め
て
活
動
す

れ
ば
効
果
が
あ
る
と
思
う
。

彦
根
市
環
境
基
本
条
例
に
つ
い
て
の

周
知
と
啓
発
は
、「
広
報
ひ
こ
ね
」
や

回
覧
文
書
、
ご
み
の
一
斉
清
掃
で
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
、
ご
み
の
不
法
投
棄
や
散
在
性
ご

み
は
後
を
絶
た
ち
ま
せ
ん
。
今
後
も
地
域
の

皆
さ
ん
、
市
民
団
体
、
事
業
者
と
さ
ら
に
連

携
し
て
、
啓
発
や
取
り
組
み
を
展
開
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

旧
市
立
病
院
跡
地
に
つ
い
て
、
建
物

は
景
観
の
観
点
か
ら
４
階
ま
で
の
高

さ
に
改
修
す
る
、
建
物
の
中
に
は
観

光
協
会
と
商
工
会
議
所
な
ど
を
入
れ
て
観
光

の
中
心
と
す
る
、
周
囲
の
敷
地
は
観
光
バ
ス

と
乗
用
車
の
駐
車
場
と
す
る
、
と
し
て
は
ど

う
か
。旧

市
立
病
院
の
跡
地
は
「
観
光
都
市

彦
根
」
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
る
こ

と
の
で
き
る
絶
好
の
位
置
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
当
面
と
言
わ
ず
、
も
う
少
し
長
い

実施期間 ７月15日～８月15日

実施方法 「広報ひこね」７月15日号に印刷し

て各戸配布　 彦根市ホームページか

ら電子メールで受付

投書件数 190件

内容別件数（彦根市総合発展計画「ひこね21世紀

創造プラン」の５つの柱ごとの集計）

人権が尊重され、誰もが安心して暮らせる

福祉のまちづくり …29件（15.3%）
＊福祉関係　　１２件　＊健康管理　　 ３件

＊医　　療　　１２件　＊人　　権　　 ２件

良好な環境が整った、快適で

安全・安心なまちづくり …45件（23.7%）
＊環境保全・リサイクル　１５件

＊廃棄物対策　１５件　＊上下水道　　 ４件

＊公園・緑地　 １件　＊消防・防災　 ３件

＊交通安全対策 ４件　＊地域安全対策 ３件

活力ある産業に満ちた、にぎわい

あふれるまちづくり …51件（26.8%）
＊農林水産業　 ５件　＊商工・観光　１３件

＊雇用促進・企業誘致 ２件

＊公共交通　　１３件　＊道路整備　　１６件

＊都市計画　　 ２件

明日の彦根市を担う人を育むまちづくり

…17件（ 9.0%）
＊生涯学習　　 ５件　＊学校教育　　１１件

＊青少年育成　 １件

人とひととの交流をひろげ、市民文化を

創造するまちづくり …　5件（2.6%）
＊文化・芸術の振興　　　　　 １件

＊歴史文化遺産の保存・活用　 １件

＊スポーツの振興　　　　　　 １件

＊市民活動　　 ２件
その他 …43件（22.6%）
＊市民参画　　 ５件　＊行財政運営　１１件

＊広域連携　　 ３件　＊その他　　　２４件

市では、故井伊文子さんに彦根市名誉市民の称号を

贈ることを決めました。名誉市民の称号の贈呈式は、

12月６日㈫に彦根プリンスホテルで行われます。故井伊文子さん
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集
し
ゅ
う

」
と
い
っ
た
具
合
で
す
。
こ
の
場
合
は
、
人

数
で
画
題
を
特
定
す
る
わ
け
で
す
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
私
た
ち
は
人
物
画
を
見

る
と
き
、
顔
、
姿
形
、
仕
掛
け
、
合
計
人
数
な

ど
、
実
に
多
く
の
角
度
か
ら
描
か
れ
た
個
々
の

要
素
を
判
断
し
、
瞬
時
に
内
容
を
理
解
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

で
は
、
人
物
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
ど
こ
か
ら
生

じ
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
源
泉
の
多
く
は
、
詩

や
物
語
な
ど
の
文
学
か
ら
で
す
。
陶
淵
明
の
場

合
、
有
名
な
詩
「
帰き

去き
ょ

来ら
い

辞の
じ

」
の
一
場
面
が
定

番
。
知
事
の
職
を
捨
て
、
故
郷
の
田
園
に
舟
で

帰
る
と
、
松
と
菊
と
は
変
わ
ら
ず
に
残
っ
て
い

た
、
と
い
う
句
の
部
分
を
絵
画
化
し
た
も
の
で

す
。
長
く
受
け
継
が
れ
て
き
た
絵
と
文
学
と
は
、

た
い
へ
ん
密
接
な
関
係
に
あ
る
の
で
す
。

陶
淵
明
の
絵
を
見
た
途
端
、「
帰
り
な
ん
（
帰

ろ
う
）、
い
ざ
。」
で
始
ま
る
詩
を
自
然
と
口
ず

さ
み
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
私
を
含
め
、
現
代

人
は
少
々
あ
や
し
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員
　

木
文
恵
）

写
真
の
作
品
は
、
彦
根
城
博
物
館
テ
ー
マ

展
「
中
国
故
事
人
物
の
す
が
た
」（
12
月

22
日
ま
で
）
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
、
１
幅
の
人
物
画
が
あ
る
と
し
ま
す
。

描
か
れ
た
人
が
だ
れ
か
を
特
定
す
る
に
は
、
ま

ず
ど
こ
に
注
目
す
る
で
し
ょ
う
か
。
普
通
は
、

「
顔
」
と
答
え
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

で
は
、
多
く
の
人
が
知
っ
て
い
る
昔
か
ら
の

有
名
人
と
な
る
と
ど
う
で
し
ょ
う
。
写
真
が
登

場
す
る
以
前
の
人
は
、
ど
ん
な
顔
を
し
て
い
た

の
か
分
か
ら
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
し

か
し
、
そ
の
人
で
あ
る
こ
と
を
示
す
特
徴
が
、

顔
以
外
で
よ
り
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
こ
と
が

多
く
あ
る
の
で
、
そ
れ
が
判
断
基
準
と
な
り
ま

す
。例

え
ば
中
国
禅ぜ

ん

宗
し
ゅ
う

の
祖
と
い
わ
れ
る
達だ

る

磨ま

。

壁
に
向
か
っ
て
９
年
、
緋ひ

色い
ろ

（
鮮
や
か
な
赤
）

の
衣
を
着
て
座
禅
を
し
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、

赤
の
衣
を
ま
と
っ
た
人
は
達
磨
だ
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
定
着
し
て
い
ま
す
。
起お

き

上
あ
が
り

小こ

法ぼ
う

師し

に
見

ら
れ
る
よ
う
な
、
赤
く
丸
い
置
物
と
し
て
も
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
ね
。

七
福
神
の
１
人
と
し
て
お
な
じ
み
の
布ほ

袋て
い

と

い
え
ば
、
大
き
な
太た

い

鼓こ

腹ば
ら

と
、
そ
れ
に
負
け
な

い
大
き
な
袋
を
か
つ
い
で
い
る
姿
が
す
ぐ
に
浮

か
ぶ
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
れ
で
は
、
顔
も
姿
形
も
目
立
っ
た
特
徴
が

な
い
場
合
は
、
ど
う
や
っ
て
見
分
け
る
の
で
し

ょ
う
か
。

こ
こ
で
、
中
国
の
「
高こ

う

士し

」
と
呼
ば
れ
る
人

た
ち
を
例
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
高
士
と
は
、

俗
世
間
を
離
れ
た
と
こ
ろ
で
生
活
し
、
詩
を
作

り
、
楽
器
を
奏か

な

で
、
学
問
や
芸
術
の
話
を
し
た

り
と
、
世
間
の
評
価
や
地
位
を
気
に
し
な
い
高こ

う

潔け
つ

な
精
神
を
持
つ
人
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
彼

ら
は
よ
く
絵
に
も
登
場
し
ま
す
が
、
皆
、
唐と

う

服ふ
く

と
呼
ば
れ
る
だ
ぶ
つ
い
た
服
を
着
て
、
そ
の
姿

だ
け
で
は
区
別
が
し
に
く
い
も
の
で
す
。

彼
ら
を
判
断
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
周
囲
に
描

か
れ
た
仕
掛
け
に
あ
り
ま
す
。
梅
を
愛め

で
て
鶴

が
寄
り
添
う
姿
は
林り

ん

和な

靖せ
い

、
菊
の
咲
く
門
を
構

え
る
家
に
舟
で
た
ど
り
着
い
た
の
は
陶と

う

淵え
ん

明め
い

、

遠
く
滝
を
見
つ
め
る
人
物
は
李り

白は
く

と
い
っ
た
具

合
で
す
。

一
方
、
た
く
さ
ん
の
高
士
を
一
堂
に
登
場
さ

せ
る
絵
も
あ
り
ま
す
。
竹
林
の
中
に
７
人
そ
ろ

え
ば
「
竹ち

く

林り
ん

七し
ち

賢け
ん

」。
こ
れ
は
有
名
で
す
ね
。
酔

っ
ぱ
ら
っ
た
８
人
は
「
飲い

ん

中
ち
ゅ
う

八は
っ

仙せ
ん

」。
９
人
で

は
「
香こ

う

山ざ
ん

九く

老ろ
う

」、
16
人
に
至
っ
て
は
「
西せ

い

園え
ん

雅が

人
物
画
を
読
み
解
く
ポ
イ
ン
ト

「
陶
淵
明
帰
去
来
図
（
部
分
）」

狩
野

か

の

う

永え
い

岳が
く

筆
　
当
館
蔵
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情報
掲示板

☎
22-

２
７
２
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

４
０
５
４
番

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
の

健
康
診
断

対
象
者

被
爆
者
健
康
手
帳
を
持
っ

て
い
る
父
や
母
（
死
亡
し
て
い
る

と
き
を
含
む
）
の
二
世
で
、
父
や

母
の
被
爆
以
後
に
生
ま
れ
た
人

で
、
被
爆
者
健
康
手
帳
を
持
っ
て

い
な
い
人

実
施
期
間
（
予
定
）

平
成
18
年
１

月
16
日
㈪
〜
２
月
28
日
㈫

申
込
期
限

12
月
22
日
㈭

検
査
項
目

①
視
診
、
問
診
、
聴
診
、

打
診
お
よ
び
触
診
に
よ
る
検
査

②
赤
血
球
沈
降
速
度
検
査
　
③
血

球
数
計
算
　
④
血
色
素
検
査
　
⑤

尿
検
査
　
⑥
血
圧
測
定
　
⑦
肝
機

能
検
査

※
医
師
が
必
要
と
認
め
た
場
合
、
精

密
検
査
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

費
用

無
料

市
内
の
実
施
医
療
機
関
（
予
定
）

彦
根
市
立
病
院
（
八
坂
町
）

備
考

こ
の
健
康
診
断
を
受
診
し
て

も
、
被
爆
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
推
進
課
☎

０
７
７-

５
２
８-

３
６
１
９
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
２
８-

４
８
５

７
番

彦
根
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
事
務
事

業
の
見
直
し
を
始
め
、
事
務
の
効
率

化
や
人
件
費
の
削
減
な
ど
、
積
極
的

に
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。し

か
し
、
現
在
の
彦
根
市
の
財
政

は
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
扶

助
費
の
増
大
な
ど
義
務
的
な
経
費
が

膨
ら
む
一
方
で
、
市
税
収
入
は
減
少

傾
向
に
あ
り
、
か
つ
て
な
い
厳
し
い

状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
現
在
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
と
し
た

場
合
の
中
長
期
の
試
算
で
は
、
今
後

毎
年
数
十
億
円
も
の
財
源
が
不
足
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
福
祉
・
保
健
施
策
の
充
実

や
、
環
境
問
題
へ
の
対
応
な
ど
、
市

の
仕
事
と
し
て
期
待
さ
れ
る
こ
と
は

今
後
さ
ら
に
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
行
財
政
運
営
の

手
法
や
守
備
範
囲
な
ど
に
つ
い
て
抜

本
的
な
見
直
し
を
行
わ
な
け
れ
ば
、

こ
の
難
局
を
乗
り
切
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
彦
根
市
で

は
、
今
後
の
行
財
政
運
営
の
基
本
的

な
考
え
方
や
、
財
政
健
全
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
整
理
す
る
た
め
、

「（
仮
称
）
彦
根
市
経
営
改
革
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
今
年

度
か
ら
平
成
21
年
度
を
集
中
的
な
取

り
組
み
期
間
と
し
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
原
案
を
作
成

し
、
Ａ
４
判
32
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
ま

し
た
。こ
の
資
料
を
ご
覧
に
な
っ
て
、

策
定
の
参
考
と
す
る
た
め
の
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

閲
覧
お
よ
び
意
見
の
募
集
期
間

12
月
１
日
㈭
〜
同
26
日
㈪

資
料
の
閲
覧
場
所
（
持
ち
帰
り
可
）

経
営
改
革
推
進
室
（
市
役
所
４

階
）、
市
役
所
１
階
情
報
公
開
コ

ー
ナ
ー
、
支
所
・
各
出
張
所
、
福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
（
平
田
町
）、
各

地
区
公
民
館
（
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
）

意
見
の
提
出
方
法

各
閲
覧
場
所
に

備
え
付
け
の
意
見
箱
に
投
函
す
る

か
、
郵
送
（
〒
５
２
２-

８
５
０

１
）、
フ
ァ
ク
ス
（
℻
22-

１
３
９

８
番
）、
Ｅ
メ
ー
ルkeieikaikaku

@
m

a.city.hikone.shiga.jp

の
い

ず
れ
か
の
方
法
で

経
営
改
革
推

進
室
へ

問
い
合
わ
せ
先

同
室
☎
30-

６
１

０
５
番

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
に
対

し
、
個
別
の
回
答
は
い
た
し
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

勤
労
者
向
け
融
資
制
度

▼
住
宅
資
金

勤
労
者
（
事
業
主
を
除
く
）
が
市

内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
の

新
築
、
購
入
、
増
改
築
に
必
要
な
資

金
の
一
部
を
融
資
し
ま
す
。

※
土
地
の
み
の
購
入
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

融
資
金
額

新
築
ま
た
は
購
入
の
と

き
１
、
０
０
０
万
円
以
内
、
増
改
築

の
と
き
５
０
０
万
円
以
内

利
率

年
３
・
４
８
％
（
固
定
）

償
還
期
間

新
築
・
購
入
の
と
き
25

年
以
内
、
増
改
築
の
と
き
15
年
以

内
（
据
置
期
間
あ
り
）

申
込
先

近
畿
労
働
金
庫
（
彦
根
支

店
）、
滋
賀
銀
行
（
市
内
の
各
支
店
）、

滋
賀
中
央
信
用
金
庫
（
市
内
の
各

支
店
）

▼
教
育
資
金

勤
労
者
（
事
業
主
を
除
く
）
ま
た

は
そ
の
子
も
し
く
は
兄
弟
姉
妹
が
、

大
学
、
短
期
大
学
ま
た
は
修
業
年
限

が
２
年
以
上
の
専
門
学
校
に
入
学
・

就
学
す
る
の
に
必
要
な
資
金
の
一
部

を
融
資
し
ま
す
。

融
資
金
額

１
０
０
万
円
以
内

利
率

年
１
・
６
０
％
（
固
定
）

償
還
期
間

５
年
以
内
（
据
置
期
間

あ
り
）

申
込
先

近
畿
労
働
金
庫
（
彦
根
支

店
）

※
い
ず
れ
の
制
度
も
、
他
の
公
共
融

資
制
度
と
併
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

商
工
課
☎
30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３

９
８
番

来
年
１
月
か
ら
水
道
料
金
が

コ
ン
ビ
ニ
で
支
払
え
ま
す

来
年
１
月
か
ら
、
水
道
料
金
の
支

払
い
が
、
今
ま
で
の
支
払
方
法
に
加

え
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

対
象
に
な
る
の
は
、
上
・
下
水
道

料
金
を
納
付
書
で
納
め
て
い
る
人
で

す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
、

市
内
だ
け
で
な
く
、
市
外
・
県
外
の

店
舗
で
も
支
払
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。な

か
に
は
支
払
う
こ
と
の
で
き
な

い
お
店
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
支
払
い
の
で
き
る
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
、
納
付
書
の
裏

面
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
支
払
は

で
き
ま
せ
ん
。

▼
納
付
期
限
を
過
ぎ
た
納
付
書
で
支

払
う
場
合

▼
１
件
の
金
額
が
30
万
円
を
超
え
る

場
合

問
い
合
わ
せ
先

水
道
部
業
務
課

年末の交通安全運動
12月11日㈰～31日㈯

今年は、県内で交通死亡事故が多発しました。全国

的に事故による死者の数が減少するなかで、滋賀県の

増加数と増加率はワースト２位になっています。

年末はあわただしく事故が起こりやすくなります。

12月は午後５時までに日没します。「車から自分は見

えていない」と考え、見せる工夫をしましょう。

出かけるときは反射材を身につけて

反射材なら100メートル以上先から、白や黄の服で

も50メートル先から見えます。逆に、赤や緑、黒色は

近づかないと見えません。足元に明るい色を身につけ

ると効果的です。

運転中は、昼間でもライトの点灯を

周りにいち早く自分の車に気づいてもらうため、昼

間でもライトをつけましょう。

このつどいは、女性差別をはじめ、部落差別などあらゆ

る差別をなくし、人権が尊重される住みよい社会の実現を

目標に、市民が一堂に会して自らの人権意識の高揚をはか

る機会となるよう開催します。

日　時 12月10日㈯ 13：15～16：00

場　所 ひこね市文化プラザ　エコーホール

テーマ 「ひびきあい　人権尊重の確かな実践を」

第１部 講演「女性問題の現状と差別の構造」

講師　源　淳子さん

（関西大学人権問題研究室委嘱研究員）

第２部 パネルディスカッション

「女性問題から学び　人権尊重の声を響かせよう」

対　象　市内に在住・在学・在勤の人

（男性の参加も歓迎します）

託　児 無料。12月５日㈪までに予約してください。

託児の予約・問い合わせ先 女性のつどい事務局（ 教

育委員会人権教育課内）☎24-7971、FAX23-9190

難
局
を
乗
り
切
る
た
め
に
皆
さ
ん
の
知
恵
を

「（
仮
称
）
彦
根
市
経
営
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
へ
の
意
見
を
募
集
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※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

※収集のときは、バケツ１杯の水をご用意く

ださい。

1２月後半

１４日㈭

１５日㈭

１６日㈮

１９日㈪

２０日㈫

２１日㈬

２２日㈭

２３日㈮

２６日㈪

２７日㈫

２８日㈬

２９日㈭

３０日㈮

日夏、亀山地区、稲枝（東）、稲部（稲部）、野良田、田附、新海、

南三ツ谷、甲崎、肥田（西肥田）

日夏、鳥居本地区、亀山地区、柳川、上西川、下西川、上石寺、

下石寺、稲部（稲部）、稲里、肥田（西肥田）、金沢

岡、西沼波（東部を除く）、東沼波、大堀、大橋、元岡、沼波、

日夏、鳥居本地区、亀山地区、稲部（稲部南）、金沢

東沼波、大堀、錦（第２・３部）、河原一丁目、河原二丁目、河

原三丁目、鳥居本地区、河瀬地区、彦富、稲部（稲部南）

古沢、松原（四ッ川を除く）、鳥居本地区、金田、上岡部、下岡

部、高宮地区、彦富、河瀬地区

高宮地区、河瀬地区、亀山地区、彦富（笹田団地）

高宮地区、河瀬地区、亀山地区

高宮地区、河瀬地区

高宮地区、河瀬地区

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、

地蔵、原（原西団地）、西沼波（東部）、本町一丁目、本町二丁目、

本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二丁

目（河原二丁目の一部を含む）、三津

幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、平田

（大沢）、開出今蔵の町団地、八坂東団地、三津、海瀬

里根、外、戸賀、小泉、山之脇、開出今蔵の町団地、八坂東団地、

野瀬、西今、三津、海瀬

芹川、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、八坂北、開出今団地

（第１・３部）、大藪（大藪団地を除く）、開出今、西今、三津屋

※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【1２月後半】

図書館休館日

1２月後半
１９日(月)、２３日(金・祝)、
２６日(月)～３１日(土)

１５日㈭

１６日㈮

１７日㈯

２０日㈫

２１日㈬

２２日㈭

平 田 町 大 沢 高 岸 Ｂ 公 園
西 今 町 松 田 団 地
西 今 町 伊 庭 団 地
若 葉 小 学 校
稲 里 町 公 民 館
稲 枝 地 区 公 民 館
稲 　 枝 　 駅 　 前

千 鳥 ヶ 丘 会 館 横
岡 町 東 光 寺 前
平 田 町 明 照 寺 前

大 藪 町 農 業 倉 庫
下 後 三 条 説 教 場
中 藪 一 丁 目 白 山 神 社

新 海 町 公 民 館
田 附 町 公 民 館
本 庄 町 公 民 館

普 光 寺 町 東 ノ 辻 広 場
彦 富 町 公 民 館
金 沢 町 公 民 館
港 屋 駐 車 場 東

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１３：１５
１４：００
１４：５０

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：１０
１４：００
１４：５０

水稲による農業所得を申告するときには、「農業所得標

準」による方法が認められています。けれども、農業所得

標準を使った所得の申告は、来年２月16日から３月15日の

平成１７年産の申告が最後。再来年からは、収支を計算す

ることによる農業所得の申告が必要になります。

税務署では、再来年の申告に備え、必要な書類などをお

知らせするため、収支計算の説明会を開催します。筆記用

具持参でご参加ください。

問い合わせ先 彦根税務署個人課税第１部門☎22-7640

年金相談の
時間延長をご利用ください
社会保険事務所では、平日の８：30から17：00まで、

年金相談に応じています。

また、毎週月曜日には、受付時間を19：00まで延長し、

さらに、毎月第２土曜日にも相談を受け付けています。

相談を受け付けている間は、国民年金保険料の受領や、

保険料の免除についての相談や受付を行っています。どう

ぞご利用ください。

相談などは、事前の申込は必要ありません。相談に行く

ときは、年金手帳（年金受給者は年金証書）と印鑑をお持

ちください。なお、年金手帳などがないときは身分証明書

を、本人が行けなくて代理の人が行くときは委任状をお持

ちください。

問い合わせ先

保険料の免除制度や猶予制度につ

いて　滋賀社会保険事務局彦根事

務所国民年金業務課☎23-1114

年金給付、年金相談について

同事務所年金給付課☎23-1116

ファクスでの問い合わせ

FAX23-9038
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健康管理だより

ひこね元気計画21

北き
た

川が
わ

歩あ
ゆ

夢む

ち
ゃ
ん

（
高
宮
町
）

江え

巧
た
く
み

ち
ゃ
ん

（
正
法
寺
町
）

今い
ま

村む
ら

麻ま

央お

ち
ゃ
ん

（
森
堂
町
）

ざ
き

広告掲載についての問い合わせ先　□市情報政策課☎30-6103、FAX22-1398

（広告掲載料　広報ひこね=１枠30,000円　彦根市ホームページ=１枠１か月20,000円）
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人口と世帯数
平成17年11月１日現在

人　口
男
女
世帯数

（ ）内は前月との比較

１１０,３４０人 （＋ ９５）
５４,１５２人 （＋ ２８）
５６,１８８人 （＋ ６７）
４０,６６２世帯（＋ ７８）

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

今
月
か
ら
、
毎
月
１
度
、「
消
費
生
活
相

談
窓
口
つ
う
し
ん
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、『
消
費
生
活
相
談
窓
口
』
と

は
何
で
し
ょ
う
？
何
を
相
談
す
る
と
こ
ろ
な

ん
で
し
ょ
う
？

『
消
費
生
活
相
談
窓
口
』
と
は
、「
消
費

者
と
事
業
者
間
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル
」
に
つ
い

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
を
聞
く
と

こ
ろ
で
す
。
彦
根
市
で
は
平
成
12
年
に
設
置

さ
れ
、
専
門
の
相
談
員
が
承
っ
て
い
ま
す

（
☎
22-

１
４
１
１
番
内
線
１
７
３
番
）。
平

成
16
年
度
に
は
、
７
５
１
件
の
相
談
が
あ
り

ま
し
た
。

狙
わ
れ
た
「
判
断
不
十
分
者
」

さ
て
、
今
年
は
、
高
齢
者
や
、
判
断
力
の

低
下
し
た
消
費
者
が
悪
質
業
者
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
な
り
、
多
額
の
財
産
が
だ
ま
し
取
ら
れ

る
と
い
う
被
害
が
多
発
し
ま
し
た
。

金
額
の
多
い
少
な
い
は
あ
れ
、
判
断
力
が

じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
な
い
人
の
契
約
被
害
は
昔
か

ら
あ
り
、
特
に
珍
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
市
内
で
は
幸
い
に
も
高
額
の
被
害
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同
じ
よ
う
な
相
談
は

あ
り
ま
し
た
。

75
歳
で
一
人
暮
ら
し
の
Ａ
さ
ん
は
、

訪
問
販
売
の
布
団
を
50
万
円
で
買
う
契

約
を
結
び
ま
し
た
。
支
払
い
は
ロ
ー
ン

で
す
。Ａ
さ
ん
の
収
入
は
年
金
だ
け
で
、

２
か
月
後
に
は
代
金
を
支
払
え
な
い
こ

と
に
気
付
き
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
に

相
談
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

相
談
に
来
ら
れ
た
時
点
で
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
の
で
き
る
期
間
（
契
約
書
の
受

け
取
り
日
を
含
む
８
日
間
）
は
過
ぎ
て

い
た
の
で
、
有
利
に
解
約
す
る
に
は
理

由
が
必
要
で
す
。
支
払
え
な
い
、
と
い

う
理
由
だ
け
で
は
、不
利
に
な
り
ま
す
。

相
談
員
が
４
時
間
か
け
て
契
約
時
の

状
況
を
聞
き
取
り
、
契
約
関
係
書
類
を

確
認
し
ま
し
た
が
、
お
話
の
内
容
と
書

類
が
ど
う
も
合
い
ま
せ
ん
。
別
居
の
ご

家
族
に
連
絡
し
、
専
門
医
に
受
診
し
て

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
初
期
の
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
と
分
か
り
ま
し
た
。
医
師
の

診
断
書
を
も
と
に
、
１
か
月
以
上
の
交

渉
の
末
、
よ
う
や
く
一
円
の
負
担
も
な

く
解
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
方
的
な
解
約
は
で
き
な
い

い
っ
た
ん
結
ん
だ
契
約
は
、
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
以
外
は
、
一
方
的
に
解
約
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
解
約
す
る
に
は
、
事
業
者
と

の
合
意
が
必
要
な
の
で
す
。
契
約
状
況
な
ど

に
「
勧
誘
時
の
説
明
が
ウ
ソ
だ
っ
た
」
な
ど

の
問
題
が
な
け
れ
ば
、
解
約
で
き
た
と
し
て

も
、
商
品
を
返
品
し
た
う
え
で
、
違
約
金
を

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

判
断
力
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
な
い
人
の
契
約

の
場
合
、
勧
誘
時
に
問
題
が
な
か
っ
た
か
聞

き
取
ろ
う
と
し
て
も
、
覚
え
て
い
な
い
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。「
判
断
不
十
分
者
契
約
」

と
し
て
診
断
書
を
事
業
者
に
送
り
、
解
約
に

向
け
て
話
し
合
う
の
で
す
が
、
事
業
者
に
よ

っ
て
は
、「
契
約
時
に
は
ち
ゃ
ん
と
判
断
で

き
る
状
態
だ
っ
た
」
な
ど
と
主
張
し
、
解
約

に
応
じ
て
く
れ
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
す
。

医
師
が
「
判
断
不
十
分
」
と
診
断
し
て
も
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
受
診
時
の
こ
と
で
、
契
約

し
た
当
時
の
診
断
書
は
出
し
て
く
れ
ま
せ

ん
。
契
約
時
以
前
に
受
診
し
て
い
な
い
か
ら

で
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
解
約
は
非
常
に

難
し
く
な
り
ま
す
。

転
ば
ぬ
先
の
「
成
年
後
見
制
度
」

こ
う
し
た
事
態
を
避
け
る
た
め
に
は
、

「
成
年
後
見
制
度
」
の
利
用
を
お
勧
め
し
ま

す
。
判
断
力
の
衰
え
た
人
の
財
産
や
権
利
を

守
る
「
後
見
人
」
な
ど
を
裁
判
所
に
選
ん
で

も
ら
う
の
で
す
。
判
断
力
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で

な
い
人
が
契
約
上
の
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
と

き
、「
後
見
人
」
な
ど
が
そ
の
契
約
を
取
り

消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
後
見
人
」
な
ど
に
は
家
族
が
選
ば
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
く
、
家
族
が
い
な
い
場
合
は
、

適
切
な
第
三
者
を
裁
判
所
が
選
ん
で
く
れ
ま

す
。
な
お
「
成
年
後
見
制
度
」
は
年
齢
に
関

係
な
く
「
知
的
障
害
」
や
「
精
神
障
害
」
の

人
も
、
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
転
ば
ぬ

先
の
つ
え
」
と
い
う
こ
と
で
す
。


